
 

 

２．地域文化発信 

THE JAPAN CONNECT プレイベント 

森ビル株式会社 

 

実施団体 森ビル株式会社 

実施時期 2016年 9月～10月 

場 所 東京都 

概 要 2020年東京オリパラのメイン会場と選手村を結ぶ「新虎通り」におい

て、オリパラ首長連合の各自治体などと連携し、地域商材の展示 PR・

販売空間を設け、地方産業の振興、地方への送客につなげる。 

効果検証方法 ・地方産業の振興、地方への送客につなげる効果 

・来場者数（実施場所にてどれだけの人に情報を共有できたか）検証 

・メディア露出量（実施場所に訪れなかった人に向けてどれだけ情報を拡

散できたか）を検証 

・出店自治体等へのヒアリングにより、外国人比率、情報発信にあたっての

改善点等を把握 

 

試行プロジェクトの概要 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催決定後、訪日外国人旅行者数が大きく増加し、平

成 27 年には約 2,000 万人に達している。このことは、産業・観光振興に向けて各地域が持つ世界

に誇れるコンテンツを活かして様々な取組を行う絶好のチャンスである。この機会を活かすには、

各基礎自治体の知恵と力を結集し、東京という場を活用して世界に日本各地の魅力を戦略的かつ

効果的に発信することが極めて重要である。 

しかしながら、現状の基礎自治体には、 

①全国や世界に向けた情報発信力が弱い 

②展示会など海外に向けたセールスにおいてメイドインジャパンとして他基礎自治体と統一した

売込ができていない 

という課題がある。これらの課題を解決するために、首都圏の企業等と連携を図り地方創生につ

ながる事業を実施する主体として、「2020 年東京オリンピック・パラリンピックを活用した地域活性化

推進首長連合」（以下、「首長連合」という）が設立された。 

地方の活性化に向けた組織としては今までにない規模である首長連合が、自治体ネットワークを

通じて優良な地方資源の発掘、提供に協力し、トップクリエイターやインフルエンサーが自治体の

新しい形での質の高いプレゼンテーションに向けた編集を担い、ジャパンコンテンツをより魅力ある

体験価値に高めるものである。 

 

実施目的 

本事業では、2017年 2月オープンに先行して、「The Japan Connect 旅する新虎マーケット」の雰
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囲気を愉しめるイベントを 2016年 9月 21、22日に開催する。東京、主に港区において都市開発お

よび街の運営、街を舞台とした情報発信を手掛ける森ビル株式会社が、首長連合と協力し、東京

にあらたに出現したシンボルストリート「新虎通り」という都市空間を活用して実施する。 

リオパラリンピックが終了した直後に、地方自治体と共に日本の優れた地域資源を国内外に発信

することで、2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて日本を効果的に情報発信していくこと

の重要性を確認し、且つ地方産業の振興、地方への送客といった地方創生につなげることを目的

として実施する。 

 

取組み内容 

■複数自治体による PR 展開 

テーマを「クラフトビールで日本を旅する新虎マーケット」として、産地として有名な新潟県新潟市、

長野県駒ヶ根市、静岡県伊豆市、静岡県伊豆の国市、山口県山口市を選出。自治体単体のコン

テンツの紹介ではなく、開放感ある印象的な空間にて、クラフトビールを切り口に複数自治体の食

材や工芸品のプロモーションを効果的に実施した。 

＜開催日＞ 

2016 年 9 月 21 日（水）16：00～21：00 ＜曇りときどき小雨＞ 

2016 年 9 月 22 日（木・祝） 10：00～21：00 ＜雨ときどき曇り＞ 

 

＜参加自治体＞ 
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＜3 拠点での展開＞ 

 

 

・旅する新虎マーケットギャラリー ＠BMW i Megacity Studio  

  ⇒「The Japan Connect 旅する新虎マーケット」の総合プレゼンテーションスペース 

・旅するスタンド ＠新虎通り歩道上特設ブース 

⇒各地域のクラフトビールの紹介等 

・旅するカフェ ＠グッドモーニングカフェ＆グリル 

⇒各自治体の食材の紹介や工芸品に実際に手にふれる機会の提供等 

■統一感のある空間作り 

制作物、造作物に統一感を持たせ、各自治体の地域資源についても、個別ばらばらではなく、

整理して統一的に表現することにより、洗練された空間を創出。 
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番組企画 多彩にっぽん！まち・ひと・文化 

～日本各地のホストタウンへ、ようこそ！～ 

株式会社ジュピターテレコム 

 

 

実施団体 株式会社ジュピターテレコム 

実施時期 2016年 11月～2017年 1月 

場 所 CATV（取材地：京都府、群馬県） 

概 要 オリパラ参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交流を図る地

方公共団体「ホストタウン」の 2カ所と相手国から招いた人々との交

流を紹介する。番組は聴覚障害者への配慮も行い、J:COM および提携

CATV地上波のほか英語字幕付きで web閲覧も可能にする。本事業によ

り、ホストタウンでの機運醸成をより一層高める。 

効果検証方法 ・地域レガシー再発見を通じた地域住民におけるプライド涵養及び東京 

オリパラ機運を醸成 

・ホストタウンプロジェクトが地域活性化に資する意義・価値に関する理解促

進効果 

・番組視聴者へのアンケート調査によりオリパラ機運醸成および地域文化・

ホストタウン認知状況を検証 

・交流プログラムに参加した外国人へのグループインタビュー等により 

認知変化、意識変化を検証 

 

試行プロジェクトの概要 

実施概要 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、多様性に富む日本の各地域文化を

国内外に発信できる貴重な仕組みが、政府が進める「ホストタウン」プロジェクトである。事前合宿の

誘致等を通じ、特定の大会参加国・地域と各種交流を行う全国の自治体（＝ホストタウン）を全国に

広げる取組であり、日本の各地域が、約 210 の国と地域にダイレクトにつながることにより、地方創

生の実現を図るという、オリンピック・パラリンピック史上においても、画期的な試みである。 

この「ホストタウン」プロジェクトの仕組みを日本の多様性に富む各地域の文化発信に有効活用す

ることが、東京オリンピック・パラリンピック機運醸成にもつながる。今回の試行プロジェクトでは、す

でに決定している 138 のホストタウンの中から、2 つのホストタウンの地域文化を取り上げ、「番組」と

して放送し、インターネット配信を行うことにより、以下効果検証を行うことを目的としている。 

【効果検証】 

1）視聴者へのアンケート調査によるオリパラ機運醸成および地域文化・ホストタウン認知状況検

証 

2）番組ロケに参加した相手国人へのアンケート調査による、認知変化、意識変化を検証 
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取組み内容 

2 つのホストタウンの地域文化を取り上げる「番組」を制作し、放送及びインターネット配信を行う。 

【取り上げる 2 つのホストタウン】 

1）京都府・大山崎町 （相手国 スイス） 

2）群馬県・高崎市 （相手国 ポーランド） 

【番組概要】 

◆番組名    「多彩にっぽん！まち・ひと・文化～日本各地のホストタウンへ、ようこそ～」 

◆番組尺    30 分  

◆番組本数   2 本  

◆番組形式  スタジオ収録＋インサート VTR 

◆出演     スタジオ・・・MC2 名 ホストタウンゲスト 1～2 名 

          インサート VTR・・・ 相手国 2～4 名（在日相手国民より選定） 

◆語版     放送・・・日本語 ／ インターネット配信・・・英語字幕 

◆聴覚障がい者への配慮   主要音声部分をテロップで補完表示 

◆番組概略 

多彩な魅力にあふれるホストタウン各地域の文化にフォーカスをあてることで、多様なにっぽんの

姿を国内外に発信する、教養番組。ホストタウンの相手国複数名の方が、ホストタウンを訪れ、相手

国視点に立ったホストタウンの魅力を掘り起し、国内外にホストタウンの地域文化を届ける。 

 

【番組詳細】 

「ホストタウン」とは何か？（#1,2 共通で伝えた重要ポイント） 

 

 

 

 

#1 京都府・大山崎町   

ホストタウン・大山崎町が、相手国として「スイス」を選んだ「縁」と「共通項」にスポットをあて、スイス

国 2 名の方を大山崎町にお招きし、大山崎町の「おもてなし」を楽しむ様子にカメラが密着。スイス

の方々が楽しむ様子も交えながら、大山崎町の魅力を紹介した。 

《出演》 

スタジオ…●MC2 名  

荻原健司 （フリーキャスター/オリンピアン）/櫻井芳子(J:COM ｱﾅｳﾝｻｰ) 

●ホストタウンゲスト 2 名  

 大山崎町 山本圭一町長、車いすフェンシング 櫻井杏里選手 

 

ホストタウンとは、相手国代表チームの事前キャンプ受け入れ等に留まらず、日本各地のホスト

タウンが持つ多彩な地域文化を国内外に発信するとともに、海外の多様な国や地域の文化を知

るという、「外国を知り日本を伝える」＝「相互文化交流」を推進する施策である。 
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●インサート VTR 相手国スイス人 2 名 

 ヤン・アミエットさん（20 代男性 留学生[2017 年 3 月迄 埼玉大学留学]） 

 シューマン・ドス・サントス・アントニオ・ジョアさん（20代男性 留学生[2017年 9月迄 埼玉大学留

学]） 

《大山崎町とスイスの縁・共通項》 

①大山崎町にある町を代表するレガシーである「アサヒビール大山崎山荘美術館」。この山荘と庭

園の創設者である故・加賀正太郎さんは、スイスの名峰・ユングフラウに登頂した初めての日本人

であること。 

②オリンピアンの太田元選手が腕を磨いたフェンシングクラブが同町にあることから、スイスのフェ

ンシング協会を通じ、同国の地域のフェンシングクラブが同町との交流を希望したこと。 

 

《ホストタウン視点での大山崎町魅力ポイント紹介》 

１．都の玄関口 

２．歴史の舞台 天王山 

３．スイスと大山崎町の出会い 

４．油座として栄えた地 

５．水の恵みと、おいしい野菜 

６．千利休のおもてなし 

７．フェンシングのまち 

 

《大山崎町のおもてなし体験プログラム》 

① 大山崎山荘美術館訪問 スイスと日本の縁を知る 

② 離宮八幡宮訪問 えごま油搾り体験 

③ 大山崎歴史資料館訪問 茶道体験 

《番組に反映した障がい者視点》 

車いすフェンシングアスリート 櫻井杏里選手出演 

 

 

 

 

 

#2 群馬県・高崎市   

ホストタウン・高崎市が、相手国として「ポーランド」を選んだ「縁」と「共通項」にスポットをあて、

ポーランド国 4 名の方を高崎市にお招きし、高崎市の「おもてなし」を楽しむ様子にカメラが密着。

ポーランドの方々が楽しむ様子も交えながら、高崎市の魅力を紹介した。 

《出演》 

スタジオ…●MC2 名 

京都府出身。車いすフェンシング「フルーレ」世界 6 位、「エペ」世界 5 位。東京パラリンピック

出場を目指している。車いすフェンシングの練習や試合等を、フェンシングのまち・大山崎町体

育館で行っている。大山崎町がフェンシング交流をスイスと行い、さらに「フェンシングのまち」と

してプレゼンスアップを図る中、車いすフェンシングに対する町の関わりも期待されている。 
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荻原健司 （フリーキャスター/オリンピアン） 櫻井芳子(J:COM ｱﾅｳﾝｻｰ) 

●ホストタウンゲスト 1 名        

高崎市 富岡賢治市長 

●インサート VTR 相手国ポーランド人 5 名 

   アドリアン・ビンチックさん (20 代男性 留学生[2017 年 3 月迄 埼玉大学留学]） 

   アレク・ビンチックさん （40 代男性 アドリアン父 /PR 会社経営者[ポーランド在住]） 

    イグナツィ・クラスキさん（40 代男性 アドリアン叔父 /歴史研究者[ポーランド在住]） 

    アガタ・フィヤルコフスカさん（30 代女性 研究助手[2016 年より日本滞在 兵庫県在住]） 

   カタジナ・ブリックスさん（20 代女性 会社員[2011 年より日本滞在 神奈川県在住]） 

 

 

《高崎市とポーランドの縁・共通項》 

①両者ともに、歴史ある交流拠点ということ。高崎市にある 1300 年前の交流拠点を示す 3 つの石

碑「上野三碑」は世界記憶遺産を目指している。 

②近年のポーランドとの多用な交流実績を有していること。高崎音楽祭、高崎映画祭でのポーラ

ンドアーティストの参加、2015 年「高崎ものづくりフェア」ポーランド開催、そしてリオ五輪直前の

ポーランド代表男子バレーボールチームと市民 4000 人の交流など。 

③ポーランドとの交流推進のため、市の職員（高崎財団）として、ポーランド人を採用しているこ

と。 

＊番組 VTR にも登場した高崎財団職員 マイケル・ホスティンスキさん 

《ホストタウン視点での大山崎町魅力ポイント紹介》 

１．和の癒しを究める 

２．アジア各国との交流の跡 

３．だるま生産量日本一 

４．関東屈指の絶景スポット 

５．日本屈指のパワースポット 

６．一度は食べたい高崎グルメ 

７．最先端のバリアフリー 

 

《高崎市のおもてなし体験プログラム》 

① 上野三碑 訪問  

② 高崎だるま作り体験 

③ 榛名神社訪問 御神水おみくじ体験 

《番組に反映した障がい者視点》 

2017 年春にオープンする高崎駅前に新設されたバリアフリー対策が施された体育館施設 

「高崎アリーナ」を取材し、番組内で紹介。 
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【放送・配信】 

◆放送チャンネル】   J:COM テレビ（地上波無料放送）＊全国約 1350 万世帯  

札幌・仙台・関東エリア 10ch／関西・福岡・北九州エリア 12ch／ 

下関エリア 111ch、熊本エリア 11ch  

◆放送スケジュール     #1  12 月 18 日（日）15:00-15:30 

                 #2  12 月 25 日（日）15:00-15:30 

◆インターネット配信  Youtube で公開 

◆配信スケジュール   【日本語版】2016 年 12 月 28 日～ 6 か月間 

【英語字幕版】2017 年 2 月 18 日～6 か月間 

 

効果と課題 

効果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組制作、放送後に効果測定調査を実施した。ホストタウンプロジェクトが地域活性化に資する意

義・価値に関する理解促進効果などを報告する。 

 

《検証方法》 

1.視聴モニターへのアンケート調査によるオリパラ機運醸成および地域文化・ホストタウン認知状

況検証 

2.各ホストタウン番組ロケに参加した相手国人へのアンケート調査による認知変化、意識変化検

証 

 

１．視聴モニターへのアンケート調査実施 

◆調査方法   視聴モニター E メールアンケート調査 

◆調査対象   視聴モニター （J:COM テレビ視聴モニター5000 人） 

◆有効回答数 1223 人 （フリーアンサークロス集計はランダム抽出 200 人で実施） 

 

▼「実施計画書」記載内容▼ 

《検証対象効果》 

１）地域レガシー再発見を通じた地域住民におけるプライド涵養及び東京オリパラ機運を醸成 

２）ホストタウンプロジェクトが地域活性化に資する意義・価値に関する理解促進効果 

３）番組視聴者へのアンケート調査によりオリパラ機運醸成および地域文化・ホストタウン認知状況を

検証 

４）交流プログラムに参加した外国人へのグループインタビュー等により認知変化、意識変化を検証 
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Ｑ15．「おもてなし」について考えた経験（全体／単一回答）

はい いいえ 無回答

(%) 

全体 （n=1223)

男性 （n= 921)

    20代 （n= 96)

    30代 （n= 282)

    40代 （n= 417)

    50代 （n= 117)

    60代 （n= 8)

女性 （n= 270)

    20代 （n= 27)

    30代 （n= 99)

    40代 （n= 114)

    50代 （n= 27)

    60代 （n= 2)

北海道 （n= 72)

東北 （n= 9)

南関東 （n= 560)

北関東・甲信 （n= 33)

近畿 （n= 406)

中国 （n= 16)

九州 （n= 109)

関心者 （n=1063)

非関心者 （n= 143)

※北陸、東海、四国、沖縄はｎ＝0のため非掲載

性
年
代
別

エ
リ
ア
別

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

関
心
度
別

25.9

24.2

29.2

23.0

24.7

20.5

37.5

31.5

40.7

24.2

37.7

22.2

―

20.8

―

28.6

51.5

24.1

18.8

18.3

28.2

7.7

71.6

73.6

69.8

75.5

72.4

77.8

62.5

67.0

59.3

73.7

60.5

77.8

100.0

72.2

100.0

69.8

45.5

73.9

81.3

80.7

69.6

90.9

2.5

2.2

1.0

1.4

2.9

1.7
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２．各ホストタウン番組ロケに参加した相手国人へのアンケート調査実施 

◆調査方法  E メールアンケート調査 

◆調査対象  各ホストタウン番組ロケに参加した相手国 7 人（スイス 2 人 ポーランド 5 人） 

◆有効回答数 6 人（スイス 2 人 ポーランド 4 人） 

◆調査主要項目 

①各地域文化の理解状況 ②ホストタウン認知理解状況 ③日本の印象変化状況 

④2020 年東京オリンピック・パラリンピック大会への興味関心状況 

◆調査時期  英語字幕版 youtube 配信後 （2017 年 2 月 18 日～2 月 24 日） 

 

《検証結果》 

１．視聴モニターへのアンケート調査結果 

  

◆調査主要項目 

①2020年東京オリンピック・パラリンピック大会ホスト国意識状況 

②ホストタウン認知理解状況 

③各地域文化の理解促進・関心変容状況 

◆調査時期   

2016年 12月 25日～2017年 1月 20日 
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① 2020 年東京オリンピック・パラリンピック大会ホスト国意識状況 

上記データでの注目点は、「東京オリンピック・パラリンピック関心度」が高い人の回答では、関心

度の低い人より、「おもてなし」について考えた経験があるという回答が約 4 倍に達することである。

関心度の低い人に対して、番組がどのような意識変化をもたらしたのかは、次に示すデータからわ

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組を見ることにより、東京オリンピック・パラリンピックへの関心度が低かった視聴者が、「日本各

地の良さを知ってもらうことも重要」「ホストタウンシステムの良さ＝地域活性化、外国を知るきかっけ

になる」という点について気づき、意識変化を起こしたことが見てとれる。 

 

② ホストタウン認知理解状況 

番組視聴前は、「ホストタウン」認知者は全体の 21.6％だったが、視聴後の「ホストタウン」関心度

は 72.2％となり、番組視聴によりホストタウンへの理解が促進された。 

 

Ｑ16．「おもてなし」するにあたり、番組を見て、発見や気づいたこと、考えたこと（全体／自由回答）
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催
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テ
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心
を
持
つ
必
要
性

そ
の
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全体 （n= 200) 1.0 10.5 17.5 2.5 2.5 27.0 13.0 2.0 3.0 21.0
男性 （n= 141) 0.7 9.9 17.0 1.4 3.5 27.0 13.5 1.4 4.3 21.3
    20代 （n= 11) - - 27.3 - - 18.2 18.2 9.1 9.1 18.2
    30代 （n= 49) - 10.2 16.3 2.0 2.0 28.6 16.3 - 2.0 22.4
    40代 （n= 65) 1.5 10.8 12.3 1.5 4.6 30.8 7.7 1.5 4.6 24.6
    50代 （n= 15) - 13.3 33.3 - - 13.3 26.7 - 6.7 6.7
    60代 （n= 1) - - - - 100.0 - - - - -
女性 （n= 51) 2.0 11.8 17.6 5.9 - 25.5 13.7 3.9 - 19.6
    20代 （n= 3) - - - - - 66.7 - - - 33.3
    30代 （n= 23) 4.3 8.7 17.4 - - 34.8 4.3 8.7 - 21.7
    40代 （n= 20) - 15.0 15.0 15.0 - 10.0 25.0 - - 20.0
    50代 （n= 3) - - 33.3 - - 33.3 33.3 - - -
    60代 （n= 1) - 100.0 - - - - - - - -
北海道 （n= 9) - 11.1 22.2 11.1 11.1 33.3 11.1 - - -
南関東 （n= 100) 2.0 7.0 22.0 2.0 3.0 30.0 11.0 1.0 3.0 19.0
北関東・甲信 （n= 7) - 14.3 28.6 - - 14.3 14.3 14.3 - 14.3
近畿 （n= 55) - 12.7 10.9 1.8 1.8 20.0 16.4 1.8 3.6 30.9
中国 （n= 3) - - - - - 33.3 - - - 66.7
九州 （n= 24) - 16.7 12.5 4.2 - 29.2 16.7 4.2 4.2 12.5
関心者 （n= 173) 1.2 11.0 17.3 2.3 1.7 28.3 13.9 2.3 3.5 18.5
非関心者 （n= 24) - 4.2 20.8 4.2 8.3 16.7 8.3 - - 37.5
※東北、北陸、東海、四国、沖縄はｎ＝0のため非掲載
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③ 各地域文化の理解促進・関心変容状況 

#1 京都府・大山崎町 

番組視聴前は「大山崎町」を知っている人は全体の 3 割未満だったが、視聴後の訪問意向は全

体の 6 割以上となった。69.7%という高い認知があった近畿エリアでも、視聴後の訪問意向は

71.7％と増えており、新たなまちの魅力を知ることで、既知者においても興味関心が高まることがわ

かる。 

番組内で紹介した「大山崎町」の７つの魅力ポイントに関して、視聴者にとってほとんどが初めて

知る情報であり、特に大山崎町がある近畿エリアにおいても、天王山の歴史以外の項目はあまり知

られておらず、またホストタウン相手国であるスイスに関連する情報（フェンシング含む）は、8 割以

上の近畿エリア視聴者が知らなかったことが判明した。近隣圏でも、「ホストタウン」視点で情報を伝

えることで、新たな興味喚起促進につながる可能性があるといえる。 

 

#2 群馬県・高崎市 

高崎市は、視聴前の認知度が高く、大山崎町とは異なる傾向が見られた。地理的に離れている

北海道、近畿、中国、九州の 4 エリアにおいて、番組視聴により訪問意向が生じた。知名度のある

まちでも、ホストタウン視点でまちの魅力を多面的に伝える番組視聴を通じて、地理的に離れたエ

リアからの交流人口を増やすことができる可能性がある。 

視聴者の 71.4％が高崎市のことを視聴前に知っていたにもかかわらず、番組内で紹介した市の

魅力ポイントのうち「だるま生産量日本一」以外の項目を知っていた視聴者は 30％程度に留まった。

特に、ホストタウン視点（ポーランドとの類似比較）で紹介した「アジア各国との交流の跡」は、回答

者の 83.7％が知らなかった情報であり、ホストタウン視点で情報を紹介することにより視点が広がる

ことが示唆される。 

 

２．各ホストタウン番組ロケに参加した相手国人へのアンケート調査結果 

【回答者基本情報】 対象者：番組ロケに参加した外国人 7 人 ／ 有効回答数：6 人 

訪問地を事前に知っていたのは日本渡航歴 6 回以上で現在日本在住のポーランド人女性のみ

であったが、訪問後には、再訪問意向、他者への推奨意向について、6人中 5人が「意向あり」とい

うポジティブな意識変容が見られた。「いいえ」を選んだ 1 人も、もし次回日本訪問機会があるのな

ら、今回の訪問地も良かったが、別の場所を訪問してみたい、という理由であり、回答者全員が訪

問地での観光体験等に非常に満足していたといえる。 
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2 つの訪問地に共通していえることは、自ら手足を動かし、かつ、地域の人と交流する、本物に触

れるなど、そのまちならではの体験は強く印象に残っているということである。今後、ホストタウンが

相手国との文化交流を図っていく際に、地域住民や、その地域のプロフェッショナルたちを巻き込

みながら、記憶に残る体験を企画検討することが望ましいといえる。 

 

ホストタウン認知理解状況  

2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、「ホストタウン」の取組が日本において始まって

いることを回答者 6 名全員が知らなかったが、このホストタウン番組ロケに参加することで、ホストタ

ウンの取組を理解したとの回答が得られた。 

番組ロケ参加前に関心がなかった 1 人が、参加後に「関心あり」に変化するとともに、参加前にす

でに関心があった 1 人が、参加後に「さらに関心あり」に変化した。 

 

課題 

①実施内容の効果を高めるための課題 

全体の 78.2％の視聴者が、今後もこのホストタウン番組を視聴したいと回答しており、高い視聴が

見込める。しかしながら、東京オリンピック・パラリンピックへの非関心者においては、視聴意向は

45.5％に留まっており、さらなる視聴拡大を図るには、大会そのものへの関心を高める取り組みが

必要である。 

 

 

 

 

 

 

▼#1 大山崎町 印象に残った体験 ▼#2 高崎市 印象に残った体験 
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さらに番組視聴意向をアップさせるための要素として、「面白さ、楽しさ、歴史・食・グルメ情報」と

Ｑ21．番組をもっと見たいと思う要素（全体／自由回答）
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全体 （n= 200) 4.0 5.0 6.5 1.0 18.5 4.0 4.0 10.0 12.5 34.5
男性 （n= 141) 3.5 6.4 6.4 0.7 18.4 5.0 5.0 10.6 13.5 30.5
    20代 （n= 11) 9.1 9.1 9.1 - 18.2 - - 27.3 - 27.3
    30代 （n= 49) 2.0 4.1 6.1 - 16.3 2.0 6.1 10.2 20.4 32.7
    40代 （n= 65) 4.6 3.1 4.6 1.5 21.5 9.2 4.6 9.2 9.2 32.3
    50代 （n= 15) - 26.7 13.3 - 13.3 - 6.7 6.7 13.3 20.0
    60代 （n= 1) - - - - - - - - 100.0 -
女性 （n= 51) 3.9 2.0 5.9 2.0 21.6 2.0 2.0 9.8 11.8 39.2
    20代 （n= 3) 66.7 - 33.3 - - - - - - -
    30代 （n= 23) - 4.3 4.3 - 21.7 - - 13.0 8.7 47.8
    40代 （n= 20) - - - 5.0 25.0 5.0 - 10.0 15.0 40.0
    50代 （n= 3) - - 33.3 - 33.3 - - - 33.3 -
    60代 （n= 1) - - - - - - 100.0 - - -
北海道 （n= 9) - 11.1 - - 33.3 - - 11.1 - 44.4
南関東 （n= 100) 3.0 3.0 9.0 2.0 19.0 6.0 4.0 11.0 9.0 34.0
北関東・甲信 （n= 7) 28.6 14.3 14.3 - 28.6 - - - - 14.3
近畿 （n= 55) 3.6 7.3 3.6 - 10.9 1.8 5.5 5.5 21.8 40.0
中国 （n= 3) - - - - 33.3 - - - 33.3 33.3
九州 （n= 24) 4.2 4.2 4.2 - 25.0 4.2 4.2 20.8 12.5 20.8
関心者 （n= 173) 3.5 5.2 5.2 1.2 19.1 3.5 4.6 11.0 12.7 34.1
非関心者 （n= 24) 8.3 4.2 16.7 - 16.7 8.3 - 4.2 12.5 29.2
※東北、北陸、東海、四国、沖縄はｎ＝0のため非掲載
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Ｑ20．番組視聴継続意向（全体／単一回答）

はい いいえ 無回答

(%) 

全体 （n=1223)

男性 （n= 921)

    20代 （n= 96)

    30代 （n= 282)

    40代 （n= 417)

    50代 （n= 117)

    60代 （n= 8)

女性 （n= 270)

    20代 （n= 27)

    30代 （n= 99)

    40代 （n= 114)

    50代 （n= 27)

    60代 （n= 2)

北海道 （n= 72)

東北 （n= 9)

南関東 （n= 560)

北関東・甲信 （n= 33)

近畿 （n= 406)

中国 （n= 16)

九州 （n= 109)

関心者 （n=1063)

非関心者 （n= 143)

※北陸、東海、四国、沖縄はｎ＝0のため非掲載
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81.2
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76.3
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71.7

78.1

88.9

50.0

81.9

77.8

74.6

84.8

82.0

81.3

82.6

83.1

45.5

19.4

18.7

19.8

23.0

16.3
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―

21.5
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26.3
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7.4

50.0
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―
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―
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―
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―

2.8

―
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6.1

0.7
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1.7

2.8
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いう項目が、他の項目と比して高かった。ホストタウン視点でまちの魅力ポイントを伝えることに加え、

旅行マインドを喚起させる情報を取り入れることで、視聴拡大につながる可能性がある。今後の検

討課題としていきたい。 

 

④ 試行プロジェクトの取組を普及させる上での課題 

調査から、ホストタウンの取組について知っていた人は 15.7％だった。また、東京から距離が離れ

ているエリア、特に北海道（6.9％）、九州（11.0％）ではホストタウンの取組についてほとんど知られ

ていないことがわかった。これらのエリアには、20 のホストタウン（全ホストタウンの約 14%）がある。 

 

将来計画 

①実施内容の効果を高めるための課題 

【課題Ａ】 

視聴モニター調査結果より、番組の継続視聴意向は 8 割近くに上り、この結果だけを見ると、今

回の番組プロジェクトを継続した場合、高い継続視聴が見込まれ、ホストタウン推進への貢献も期

待できるが、東京オリンピック・パラリンピックへの非関心者においては、視聴意向は 45.5％に留

まっており、さらなる視聴拡大を図るには、大会そのものへの関心を高める取組が必要である。 

【課題 B】 

視聴モニター調査結果より、番組視聴促進追加要素として、「面白さ、楽しさ、歴史・食・グルメ情

報」といった旅行マインドを喚起させる情報を追加することを望む声が多かった。さらなる視聴拡大

に直接つながるポイントであるため、今後の制作課題としていきたい。 

 

【課題Ａに関する対策】 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会そのものへの関心を高めるためのアプローチとして、「お

もてなし」について、自分ごととして考える契機啓発を行うことが、大会そのもの、そして「ホストタウ

ン」取組への関心を同時に高めることができ、有効な対策であると考える。 

視聴モニター全回答者の中から、ランダム抽出 200 名に対して、「おもてなし」について自由記述

回答を募り、集計した。おもてなしについて考えた経験がないと回答した 133名の回答は「考えたこ

とがない、わからない」41.4％、「実感がわいていない」17.3％などだった。《その他》に分類したフ

リーアンサーをグルーピングし、主だった意見を以下に列記する。 

 

１）不信感から生じている意見 

●オリンピックの時期だけ、各自治体で取組を行うことが納得できない。 

●東京オリンピック開催に関し、東京都自体の受け入れ活動に違和感があり、「おもてなし」を考

える意識にまで至らない。 

●オリンピックに係るごたごた報道が多く、他人事と捉えているから。 

2）自身の個人的状況（仕事が多忙、家庭の対応優先）から生じている意見 
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●ガイド、通訳等に興味はあるが、仕事をしながら行うのは現実的に難しい 

●独身時代なら「おもてなし」活動に時間をさけたが、家庭を持った今は難しい。 

3）「観戦視聴して楽しむ」という意識レベルに留まっていることから生じている意見 

●オリンピック・パラリンピックは参加というより、スポーツ観戦と思っていたので。 

 

【課題Ａに関する提案】 

「おもてなし」についてのネガティブ意見をポジティブに変化させるためには、「おもてなし」の具

体的なイメージを持ってもらうことが重要である。具体的なイメージを伝えるために、各地のおもて

なし実例（自治体、地域団体、個人）を、今回制作放送したホストタウン番組をはじめ、複数多数の

メディアで継続的に取り上げていくことが必要である。特に「身近」な「おもてなし」取組例を伝えて

いくことが、「自分ごと」化する上でのハードルをさげることにつながるため、地域密着メディアである

ケーブルテレビの地域ニュース番組等において、「おもてなし」に関する地域の様々な取組を丁寧

に取り上げ続けることを提案としたい。 

 

【課題 B に対する対策・提案】 

ホストタウンの取組や魅力ポイントに加え、そのホストタウンを「実際に訪問してみたい」と思わせる

内容を具体的に検討していきたい。しかしながら、数多ある観光情報番組と、このホストタウン番組

は、目的が異なるため、旅行マインドを喚起させる要素の絞り込み、加え方など、観光情報番組と

は異なる工夫、差別化が必要である。 

 

②試行プロジェクトの取組を普及させる上での課題 

視聴モニター調査結果より、東京から距離が離れているエリア、北海道、九州では、ホストタウン

の取組についてほとんど知られていないことが判明。これらのエリアには、20 のホストタウン（全ホス

トタウンの約 14%）があり、弊社が運営しているケーブルテレビエリア外のホストタウンが 16 も存在し

ている。弊社運営のケーブルテレビではカバーできないため、対策を講じる必要がある。 

 

【対策・提案・・・電波放送の枠内で考える場合】 

重点的に取り組むべき北海道、九州において、まず、20 のホストタウンのうち、弊社運営ケーブル

テレビエリア外の 16 のホストタウンがあるエリアの他社ケーブルテレビ事業者や地上波ローカル放

送局に連携を働きかけ、番組を共同で制作放送する。北海道、九州以外のエリアでも、順次、同様

の取組を行っていく。 

 

【対策・提案・・・電波放送の枠外で考える場合】 

北海道、九州のみならず、現時点の全国登録ホストタウン138団体をすべてホストタウン番組で取

り上げていくことを視野に入れた場合、今回の試行プロジェクトでも実施した放送と動画配信の併

用により課題を解決することができる。弊社運営ケーブルテレビエリア内では、放送と動画配信の
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併用、エリア外では、動画配信を主体に、弊社制作の配信用動画の地域放送を目指して、他社

ケーブルテレビ事業者や地上波ローカル放送局と協議の上、交渉成立した場合は、そのエリアの

ローカルメディアでの放送も行う。 

以上
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